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秋田県男鹿市コミュニティデザイン調査研究報告
　秋田県男鹿市で、2017年９月18日から22日の５日間、コミュニティデザイン学科２年生５名、１年生２名及び引率
教員２名が、コミュニティデザイン調査研究を行った。男鹿市と跡見学園女子大は、2015年12月、地域連携協定を締
結した。今回の調査研究は、昨年度に引き続いての２回目である。
　調査研究の概要は、事前にジオパーク制度の講義を受け、先進自治体の地域活性化、男鹿市のコミュニティデザイ
ンの方向性、フィールドワークの手法を学んだ。現地では、男鹿市におけるジオパーク等のフィールドワークや男鹿
市役所職員、地域おこし協力隊とワークショップを行った後、外部有識者や教員の指導によりグループワークで研究
を深めた。また、調査研究の概要を示したポスターを2017年10月に男鹿市で開催されたジオパーク全国大会に出展し
た。
１．参加者
跡見学園女子大学観光コミュニティ学部コミュニティデザイン学科
　靏理恵子教授、鍵屋一教授
跡見学園女子大学観光コミュニティ学部コミュニティデザイン学科２年
　石神未奈子、斯波リリエ、長濱美帆、森崎夏好、山崎菜那、
同１年
　會田真優、石塚千鶴
２．期間　平成28年９月18日から22日（５日間）
３．場所　秋田県男鹿市内
４．活動概要
【９月18日（月）】
　８時　秋田市内ホテル１階集合、男鹿市の車両で男鹿市市民会館に移動
　10時　男鹿市職員によるジオパーク等案内（歴史的港湾施設、門前海岸、加茂青砂集落、カンカネ洞、入道岬）
　15時　なまはげ館、真山伝承館を見学
　17時　雄山閣着　18時　夕食
　19時　振り返りミーティング
【９月19日（火）】
　10時　菅原男鹿市長を表敬訪問
　10時30分　男鹿市職員からジオパークの講義
　13時　男鹿ジオパークセンターでジオ研究の講義
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　15時　八望台、男鹿水族館
　17時　雄山閣着　18時　夕食
　18時30分　能代河川国道事務所　坂所長　秋田のまちづくり講義
【９月20日（水）】
　８時00分　安江講師　北海道の自然環境を生かしたまちづくり講義
　９時30分　地域おこし協力隊及び市職員とのワークショップ、交流（３時間）
　【テーマ】 ジオパーク等観光資源、民俗文化を生かした男鹿のコミュニティデザイン（人と地域を幸せにするデザ
イン）
　13時30分　市役所発　雄山閣戻り
　　　　　　ワークショップのまとめ、魅力・アイデアカード出し
　18時30分　夕食後　振り返りミーティング
　　　　　　魅力・アイデアカード出し（１人100枚、合計700枚）
【９月21日（木）】
　９時～終日　魅力・アイデアカードワークショップ、シナリオ作り
　18時　オートキャンプ場でバーベキュー
　20時　男鹿の魅力、モデル旅行コース、関係づくり資料を学生が各自作成
【９月22日（金）】
　９時　発表資料作成（雄山閣バスで送迎）
　15時　男鹿市長へのプレゼンテーション、
　16時51分　男鹿駅発　帰路
６．具体的な成果
　東京の女子大学生の視点で700個を超える男鹿の魅力を発見し、ポストイットに残した。また、その中からキーと
なる言葉を紡ぎ、男鹿市の魅力をドラマ仕立てで作成した。また、魅力を伝えるモデル旅行コースや住民と他の主体
との関係づくりを提案し、ポスター化した。
７．地域への還元の内容とその実施方法
　９月22日、男鹿市長、教育長はじめ市役所職員等の前で700の魅力をパネルに張り出し、パワーポイントを使って
プレゼンを行った。その後、30分間ほど、市長及び教育長と熱心に質疑応答を行った。都市の女子大生の視点からの
魅力増進型で調査研究を進めたことが強い関心をよんだ。作成物は男鹿市に提出し、地域の魅力増進に役立てていた
だく。
　昨年度は800の男鹿の魅力を学生の視点で取り上げ物語を紡いだが、今年度はジオパークを中心に事前学習、フィー
ルドワークを行って教育レベルを深め、新たに700の魅力を加えた。
　また、「男鹿の魅力、ジオを使った観光ストーリー、住民と多様な主体の関係づくり」を10月の男鹿半島大潟ジオ
パーク全国大会に出展した。
　この調査結果を活かし、次年度以降も引き続き、男鹿コミュニティデザイン調査を継続する予定である。参加した
学生たちからは「来年も参加したい、今度は地域の方々の声をお聞きしたい」、「去年よりも一つ一つのことを深く考
えられたように思う」「イベントや活性化ということだけでなく、そこで暮らす人々の生活をとらえることも大切な
ことだと気づいた」等の声が上がっている。
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秋田県男鹿市コミュニティデザイン調査研究報告
秋風が出迎えてくれた
有識者の講義を聴く
魅力を並べ替え、まとめていく
